
様式７− ３ 

平成１６年度 交付金プロジェクト研究課題 終了評価結果 

 

課題名：スギ材の革新的高速乾燥システムの開発 

主査氏名（所属）：藤原勝敏（研究管理官）  

担当部署：木材特性研究領域、加工技術研究領域、構造利用研究領域、木材改質研究領域 

参画機関：九州大学農学部、京都大学生存圏研究所、愛媛大学農学部、高知大学農学部、大分県林業試  

   験場、熊本県林業研究指導所、住友林業筑波研究所、山本ビニター株式会社 

研究期間：平成１２～１６年度 

 

１．目的 

  高品質なスギ乾燥材の安定供給と利用拡大を可能にするため、乾燥困難なスギを短時間で経済的に乾燥

しうる革新的な高速乾燥技術を開発し、用途に応じたスギ材乾燥技樹の体系化を図る。このため、一連の技

術開発、すなわち材質的なバラツキの多いスギ材の用途を原木供給段階で選別する技術開発、圧力制御下に

おける水分除去と木材物性に係わる最新の知見を活用した乾燥日数を従来の数分の一に短縮可能な革新的

高速乾燥技術の開発を行い、建築用材としての性能確保と経済性を達成しうる乾燥技術を確立する。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

  原木段階でのスギ材の選別技術については、原木内部の含水率分布を計測する新しい測定法を開発し、

また密度の簡易評価方法を提示した。併せて原木丸太の段階で製材品の強度性能を予測する方法や製材に

おける原木選別の効果を明らかにし、スギ利用における用途による原木選別の必要性を示した。湿熱処理

等による割れや曲がりの抑制条件および方法を明らかにするとともに、大断面材の蒸煮・減圧前処理なら

びに丸太材のマイクロ波乾燥の適正処理条件を明らかにし、既存技術の改良と効率化を促進した。温度及

び圧力の制御を基本とする新しい高速乾燥技術の開発については、従来測定が困難であった高温高湿条件

における水分移動性､動的ヤング係数、応力緩和や収縮応力などに関する新しい知見を得るとともに、温度

と圧力の同時測定による高温下での新しい乾燥モニタリング技術を開発した。具体的な高速処理技術に関

しては、加圧過熱蒸気を使って心持ち柱材を従来の1/4の乾燥日数で急速に乾燥する方法を開発し、さらに

加圧過熱蒸気と減圧乾燥を組み合わせることによる品質向上と急速乾燥を同時に実現する方法を示した。

乾燥材の品質確保のため、スギ品種や丸太による割れや曲がり発生の相違を明らかにし、また処理条件が

強度性能・耐久性に与える影響を明らかにした。プレカット継手、柱梁、柱脚等の各種接合部、ならびに

面材壁、筋交い壁、床組の構造体についても、部材の含水率や乾燥方法の違いが強度性能に与える影響を明

らかにし、建築用途における乾燥材使用の効果を明確にした。処理条件別の乾燥コスト、環境負荷等を併

せて、これらを総合的に勘案し、建築用材としての用途別適性乾燥処理方法を提示した。 
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５．評価結果の概要 

 本プロジェクトは、単に木材乾燥の技術問題のみならず、丸太を出発点とした木材加工技術や技術の基

礎、需要の背景を幅広く取り込んでいる。その結果、乾燥の問題が多方面に多岐に関連していることが明

らかとなり、応用的な課題である木材乾燥と基礎研究分野の接点および応用技術の要求水準と基礎研究分

野の水準とのギャップを知る機会となった。それぞれの分野が刺激的に影響を及ぼしあって、直接的、間

接的、さらに将来的な研究成果を生むことができ、単に目的を達しただけではなく、広い意味の大きな成

果を得たと評価する。木材乾燥技術に注目すれば、高温処理と各種乾燥との幅広い複合バリエーションを

 



実用化したこと、あるいは実用化に近い技術まで高めたことは特筆すべきである。今後は実用化促進のみ

ならず更なる研究・開発の大きな進展が期待される。また、地域や品種による原木の差異、製品の用途、

事業規模等によって採用すべき最良の乾燥システムは異なるので、開発された手法毎のマニュアルを作る

必要がある。なお、基礎的課題に関しては、高速乾燥への具体的な応用につながる水準には達しなかった

ものもあり、今後の展開が望まれる。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 

 プロジェクト成果の普及に関して、研究成果を取り込んだマニュアル作成の必要性があるとの指摘があ

った。このため、内容や形式等について今後検討を進める予定である。また、基礎的な課題の今後の展開

について要望があったが、これは継続中の実行課題（一般研究費）下において個別に研究を進める予定で

ある。 

 

 


